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東京新聞１/２６「本音のコラム」 

 

 

トヨタは米国でも人権侵害で法違反 

 

 

  

トヨタに突き付けられた「同意命令」（全３０ページ） 

 

 

 

消費者保護局（ＣＦＰＢ ）と 

司法省（ Ｄ Ｏ Ｊ ） の発表文 

 

 

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
中
西
豊
紀
】
米
司

法
省
と
消
費
者
金
融
保
護
局
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ

Ｂ
）
は
２
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
米
金
融

子
会
社
が
ロ
ー
ン
金
利
の
設
定
で
人
種

差
別
を
し
て
い
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ

を
受
け
ト
ヨ
タ
は
再
発
防
止
策
を
ま
と

め
る
こ
と
で
両
当
局
と
合
意
。
不
利
益

を
受
け
た
顧
客
に
最
大
で
合
計
２
１
９

０
万
ド
ル
（
約
２
６
億
円
）
を
支
払
う
ほ

か
、
販
売
店
の
金
利
設
定
の
裁
量
を
制

限
す
る
と
い
っ
た
措
置
を
と
る
。 

 

 

司
法
省
な
ど
の
発
表
に
よ
る
と
、
差

別
は
ア
フ
リ
カ
系
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸

島
の
出
身
者
が
対
象
で
、
２
０
１
１
年

に
は
す
で
に
あ
っ
た
。
非
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
の
白
人
顧
客
と
比
べ
て
高
い
金
利

を
設
定
さ
れ
て
い
た
も
よ
う
だ
。
金
利

は
顧
客
の
支
払
い
状
況
で
な
く
、
人
種

や
出
身
地
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お

り
、
数
千
人
が
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。  

 

司
法
省
な
ど
と
ト
ヨ
タ
は
１
３
年
か

ら
、
こ
う
し
た
「
差
別
ロ
ー
ン
」
の
扱
い

を
協
議
し
て
い 

を
協
議
し
て
い
た
と
い

う
。
ト
ヨ
タ
は
２
日
の
声

明
で
、
金
利
の
設
定
裁
量

は
販
売
店
側
に
あ
っ
た

と
し
て
「
当
社
に
差
別
の

意
図
は
な
か
っ
た
」
と
主

張
し
た
。
そ
れ
で
も
、
風

評
被
害
の
広
が
り
な
ど

を
考
慮
し
て
、
自
主
的
に

当
局
と
合
意
し
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。 
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ー
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利
で
人
種
差
別
（
日
経
２
月
３
日
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２０１６年２月１９日 

トヨタ自動車株式会社 

代表取締役社長 豊田 章男 殿 

 

フィリピントヨタ自動車労働組合（トヨタ・モーター・フィリピン・コーポレイション・ワーカーズ・アソシエイション（TMPCWA））委員長 

フィリピントヨタ労組を支援する会   共同代表 

フィリピントヨタ労組を支援する愛知の会共同代表 

 

フィリピントヨタ労働争議に関する抗議および要請 

 

１． 貴社が組合結成を理由とする大量解雇を強行したこと、ILOからの再三の勧告に従わず15年間も解決を拒否し続けていること、そして、それ

にもかかわらず今もって組合潰しを謀っていることに断固抗議します。 

２． 昨年10月またもや ILO勧告が出されたことで、貴社に非があり道理がないことは明々白々な歴史的事実となっており、既に理論的には決着がつい

ているのです。そのことを認めず無知と無恥の悪あがきを続けていること、そして組合の自壊を待つだけでは足りず破壊工作までしていることに対し、

断固抗議します。 

３． 私達はそれでもなお貴社の真摯な反省と誠意を促し貴社にとっても名誉ある解決のできる機会と余地を残して、貴社に今年 1 月の天皇のフィリピン

訪問による日比親善友好の機運に同調して解決の決断をするよう促したにもかかわらず、貴社は社長以下上級役員から末端の管理職にいたるまで

全く私達の誠意と自分達の置かれている立場を理解することができず、何一つ前向きの態度を示すことなく物笑いの種になっていることを、厳しく指

弾するとともに猛省を促します。 

４． 貴社が、本件のフィリピンにおける団結権侵害だけでは飽き足らず、アメリカにおいても人種や出身地により自動車ローンの利息を高く取り車を高く

売り付けるという人権侵害の法違反を犯していたことが暴露されています。この問題にかんする報道記事ならびに米国政府消費者金融保護局と司

法省の発表文およびトヨタのクレジット会社が政府から突きつけられ渋々受け入れた同意命令（全文30ページ）を読めば、「差別の意図はなかった」

とか「見解の相違だ」とかの貴社の主張は筋違いも甚だしく明白な差別であり、人権侵害であることは明らかです。貴社の「私たちは、国内外・国際

的な法令並びにそれらの精神を遵守し、誠実な事業活動を行います」とか「私たちは・・・全てのステークホルダーを重視した経営を行い、オープンで

公正なコミュニケーションを通じて、ステークホルダーとの健全な関係の維持・発展に努めます」とかのCSR方針が聞いてあきれます。 

５． 貴社のCSR方針によれば労働者の団結権に関してだけは国際法に従わず当該国の法令だけに基づいてこれを認めるのだなどと実にいい加減な、

手前勝手な定義をしていながら、他方、アメリカにおいてさえ、団結権ではない問題においてさえ、貴社自ら掲げている CSR方針に反してステークホ

ルダーに対する人権侵害、法違反の企業活動を行っていることに断固抗議します。 

６． このアメリカの問題では貴社は政府からかなり以前から違反を指摘されていたのに素直に非を改めようとせず、とうとう非を改めカイゼンすることに

同意しないなら訴訟を起こすと政府から追い詰められてはじめて受け入れたことが明らかになっています。このことは、貴社がステークホルダーの

権利を尊重すると言いながら尊重しない嘘つき企業であり、そして公権力や法的強制力で追及されなければ法令やその精神には従わない企業であ

るということを象徴的に示すものであり、このことに断固抗議します。 

７． それにしても貴社は事がアメリカの問題となれば解決するのに、フィリピンなどアジアの開発途上国の問題となると全く解決しようとしないのはなぜ

でしょうか？？そこには途上国の国民全てに対する貴社の拭いがたい蔑視があると見ざるをえません。それが貴社の海外進出、グローバル化の根底

にある思想であると見ざるをえません。そのような蔑視観を厳しく指弾するとともに、猛省を促します。 

８． そして私達は問います。「私たちは、従業員が自由に結社する権利または結社しない権利を、事業活動を行う国の法令に基づいて認めます」に言う

「結社する権利または結社しない権利」とは一体全体何なのかと。「自由に結社する権利」のほかに「結社しない権利」をあえて書く貴社の意図、理

由、権利意識、人権感覚とは一体どこにあるのでしょうか？また「結社しない権利を認める」などという権利がそもそも会社にあるのでしょうか？仮に

日本国憲法が「結社しない権利を認める」などと書いたらどうでしょうか？この一句こそ貴社が発展途上国での労使関係について、労働者に組合に

入らないこと、組合を作らないこと、組合から脱退し組合を解散させる工作をする考えを持っていることを如実に表すものと言わざるを得ません。 

９． そして結社の自由すなわち団結権を「事業活動を行う国の法令に基づいて認めます」という貴社の考えは、本件フィリピントヨタ労組問題で、とりわ

け ILO勧告によって、既に破産し正当性を失っていることを素直に認めるべきです。CSR方針は書き改めるべきです。一流企業としてこれ以上醜態を

さらし続けるべきではありません。 

10. 先の天皇訪比において唱えられた日比友好親善の流れのなかで、実に多くの要路の人々がこの機会に賢明な決断をするべきである、して欲しいと

貴社に期待し念願していた事実に留意されるよう喚起します。 

私達は、貴殿ならびに貴社に対し以上のとおり抗議し要請します。貴社の名誉のためにも3月までの本事業年度中の決算事項として解決するよう、誠意

のある反応を示されるよう心から待ち望みます。 

 

なお、参考までに次の書簡（いずれも英文）の各写を同封しますのでよく読んで下さい。 

1） フィリピントヨタ労組（TMPCWA）から天皇陛下への直訴書簡 

2） 同じくフィリピン共和国アキノ大統領への要請書簡 

3） 同じくフィリピントヨタ社鈴木知社長への要請書簡 


